
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和３年度の目標値達成の見込みと方向付け
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7 有 無

【施策の振り返り】

8

有 無
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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9

本施策の類似性

生活困窮者や認知症などにより判断能力が著しく不足する方の自立や権利擁護を目的とした施策であり、類似施策はない。

本施策の効率性 生活実態や対象者の今後の方針など時間を有するが、町民の自立や権利擁護を目的としていることから、必要性は非常に高い。

自己評価や外部意見を踏まえた
施策全体の今後の方向性

・福島県社会福祉協議会や南会津町社会福祉協議会と密に連携し、生活困窮者の自立に向けた支援を今後も継続して実施してい
く。
・少子高齢化により、認知症を抱えた一人暮らし高齢者等の増加も懸念されることから、成年後見制度の周知と家族とからの相談支
援体制の充実を図る。

本資料は、適正に作成しました。
担当課長氏名

阿久津　勝英

施策の目的に対して、今まで実施
してきたことはなんですか？

・生活困窮者自立相談支援事業南会津町支援調整会議による情報共有を定期的に行っています。
・成年後見センターを委託している町社会福祉協議会において、町内事業所や各種団体の会議等において成年後見制度の周知を行
い、制度理解を進める取組を実施いただいています。

町民等の外部意見を聴取する仕
組みと反映状況を記載してくださ
い。

・南会津町成年後見センター運営協議会において、有識者の意見や事例検討などを実施しています。
・生活困窮者自立相談支援事業南会津町支援調整会議において情報共有を定期的に行っています。

「２ 成果目標」に対する有効性
（成果が上がった点・問題点）

《成果》

・生活困窮者生活自立サポート（プラン作成）により、就労に結びつき生活困窮者生活自立サポートの終結を迎えた方がいる。
・.成年後見制度の相談から町長申立に結び付いた方がいる。

《課題》

生活困窮者自立支援に結びつく案件より、生活保護制度の利用者が増加傾向にある。

② 上回った
積極的な周知を行うことにより成年後見制度の理解が進んだた
め。

① 既に目標
クリア

制度の理解が進んだことにより、今後も相談件数は増加すると考え
るため。

③ ほぼ目標
値どおり

生活困窮者の相談のあった案件について、的確に福島県社会
福祉協議会につながっており、プラン作成に結びついている。

① 既に目標
クリア

相談があった案件について、的確にプラン作成に結びついているた
め。

③ ほぼ目標
値どおり

生活困窮者の相談のあった案件について、的確に福島県社会
福祉協議会につながっており、プラン作成に結びついている。

① 既に目標
クリア

相談があった案件について、的確にプラン作成に結びついているた
め。

生活困窮者生活自立サポートの支援数（プラン作成件数）

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①生活困窮者については、就労による安定した収入を得ることにより自立した生活を送る。
②認知症などにより判断能力が著しく不足する高齢者等に対し、成年後見人等の申立て等を支援し、対象者の権利擁護を行う。

☆生活困窮者自立支援の相談件数

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

☆成年後見センターの相談件数

世帯 9 10 10 - -

件 14 - 14 10

単位

基本目標(政策) 3-3 福祉と子育て環境の充実を図ります
関係課・係

健康福祉課

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①生活困窮者の生活自立に向けた支援を福島県社会福祉協議会と連携し実施することにより、最終目標で
ある就労による生活自立を図ることを目指す。
②認知症などにより判断能力が著しく不足する高齢者等に対し、成年後見人制度の利用促進を図り、対象
者の権利擁護を行い、安心して生活できる環境づくりを目指す。

介護保険係

健康福祉課 健康増進係

3-3-4基本計画(施策) ・みんなで支えあう地域福祉の充実
総合政策課 企画政策係

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 3 年度作成

目標の柱 3 誰もが健やかで安心して生活できる環境づくり
課 係

主管課・係 健康福祉課 社会福祉係

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

実績値 目標値 実績値 目標値 目標値

10

件 13 - 23 20 20



12 施策を構成する事務事業

3,830 3,871 4,235 4,400

3,000 3,000 3,000 3,000

5,184 5,535 5,794 5,800

継続的にユースプレイス（居場所）に訪れる利用者がいる。

問題

対策

100,438 94,024 102,873 103,310事業費の合計（千円）

成果

事業費

08

目的

概要

問題

対策

事業費

07

目的

概要

成果

町内事業所や各種団体の会合での事業周知を図った結果、家族等からの相談件数が増加傾向にある。

社会福祉係

問題 相談件数は増加傾向にあるものの、実際の申立てにつながっていない。

対策

成果

事業費

①継続 制度利用を必要とする高齢者等の情報収集や制度の周知を継続的に行う。

06
成年後見制度利

用支援事業

健康福祉課

目的 判断能力が十分でない高齢者、知的障がい者、精神障がい者等の権利侵害の防止を図る。

概要
法人後見人として実務経験のある町社協が相談機関となり、成年後見制度の普及啓発や制度の利用促進（支援）につ
なげる。

05
ひきこもり者社会
復帰支援事業

事業費

①継続
自宅訪問や相談会の実施など、事業周知と合わせ登録者のユースプレイス（居場所）へ訪れることができる
信頼関係や支援体制を構築する。

福祉ホールの健全な管理運営に寄与した。

社会福祉係

問題 施設の空調設備の不具合により、利用者の利用環境に不便が生じている。

健康福祉課

社会福祉係

目的 社会生活を円滑に営むことが困難な若者の社会的自立と就労意欲を促進させる。

問題

概要
訪問相談を重ねながら、信頼関係を構築させる。なお、ユースプレイス（居場所）において興味を持ってもらえるような各
種プログラムを提供することにより、ひきこもりの解消につなげる。

成果

ユースプレイス（居場所）まで来ることができない登録者もいる。

対策

①継続 施設の健全な管理運営のため、指定管理者（町社協）と継続的に協議していく。

04
福祉ホール管理運

営費

健康福祉課

事業費

03
自殺対策緊急強

化事業

南会津町福祉ホール管理運営費。　※指定管理施設

成果

目的 社会福祉の向上と高齢者の介護予防を図る。

概要

対策

健康増進係

問題 心の病気に対して、町民の関心が低い。

対策

事業費

健康福祉課

目的 町民に対して心の病気の早期発見、早期治療を促すための普及啓発を行い、自殺予防を図る。

概要 各地区集会所にうつ病予防のための啓発ポスター等の配付・掲示。

108 0 110 110

①継続 今後も継続して、訪問活動や心の病気に関する普及啓発活動を行う。

成果 心の病気に対する知識の向上や相談窓口について、町民に対し啓発を図ることができた。

対策

事業費

02
在宅介護支援事

業

健康福祉課

目的 在宅介護に関する福祉サービスを総合的に提供する。

概要 在宅の要援護高齢者やその家族に対する相談業務。

成果 福祉施設入所や福祉用具の相談に応じ在宅の支援に寄与した。

社会福祉係

問題 多様化する相談業務に対応すべく専門知識を有する職員の配置が望まれる。

33,031 28,970 36,057 36,000

①継続 社会福祉法人南会津会と協議していく。

01
社会福祉団体育

成支援事業

健康福祉課

目的 社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図る。

概要 社会福祉事業の企画及び実施、社会福祉に関する活動への住民参加のための援助を各関係機関と連携し実施する。

成果

社会福祉係

民生委員児童委員協議会の運営や保護司会の活動支援、社会福祉協議会の運営に寄与した。

問題 研修会や啓発運動が新型コロナウイルス感染症の拡大防止から中止となっている。

対策

事業費 55,285 52,648 53,677 54,000

①継続 社会福祉に関する活動への住民参加を促すため、継続して社会福祉団体の育成を支援する。

番
号

事務事業名
（令和３年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

令和元年度決算額 令和２年度決算額 令和３年度予算額 令和４年度予算額


